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ラボでは研究に没頭し，家には一切仕事を持ち
帰らないON/OFF スイッチが私の研究生活の秘訣
です。

研究内容について教えて下さい。

その「変な細胞」をどのように解析したのでしょうか？

毎日が手探り状態の中，諦めずに解析を続けられた秘訣や理
由は何だったのでしょうか？

ILC2 を発見した当時のことを教えて下さい。

先生の研究テーマについてお伺いします
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2010 年に報告した ILC2（group2 innate lymphoid cell，2 型自
然リンパ球）を中心とした病態解明や ILC2 自体の細胞生物学的な研究
など，ILC2 に関する研究全般です。
その中でも，ILC2 が様々な疾患においてどのように免疫応答をして
いるかに特に注目しています。気管支喘息やアトピー性皮膚炎，慢性副
鼻腔炎などのアレルギーをはじめ，感染症においてはウイルス感染と寄
生虫感染について，それ以外にも，特発性間質性肺炎や子宮内膜症，潰
瘍性大腸炎など，様々な病気で ILC2 がどう関わっているか，原因細胞
なのか憎悪機構に関わる細胞なのか，そういったところを見ています。
ILC2 の研究は，「いったいなんだ，この細胞は」というところから始
まりました。ILC2 が見つかるまでは Th2 細胞が抗原特異的に 2型サイ
トカインを産生する細胞の定番だったのですが，ILC2 は抗原非特異的
に 2型サイトカインを大量に産生する細胞だとわかりました。抗原刺激
なしで細胞が活性化することは免疫の世界では非常に驚きで，「どう
やってサイトカインを出すんだろう，出してどうするんだろう」と思
い，ILC2 の研究を進めていました。
ILC2 を発見して 12 年，様々なことが分かってきました。ILC2 を見
つけた当事者としては，今までの基礎的な解析から得られたものをヒト
の疾患や治療法の開発に還元したいなと思っています。これまでマウス
で見てきたことが本当にヒトでも起こるのか，起きているならそれを止
めるためにはどうすればいいのかをこれからは見ていきたいです。

ILC2 の役割がわからなかった頃は，来る日も来る日も 2万弱の遺伝
子データとにらめっこしていました。ただ眺めていただけではなく，物
事に関連付けて考えてみようとしました。例えば「今日は感染に関わる
遺伝子を見よう」とか「今日は分化について見よう」とか。そういった
中で「今日はサイトカインについて見よう」となった時に，2型応答に
関連する遺伝子が次から次へと並んでいることに気づき，「2型サイトカ
インのパスウェイがこの細胞にとって重要に違いない」と確信しました。

よく自分でもあの時諦めなかったなと思います。でもこれは多分私の
性格ですね（笑）。
母親に昔の自分はどんな子供だったのか聞いた時，「昔は解けない謎
に対してずっと「何で何で」って言う，しつこくてねちっこい子供だっ
た」って言われまして。その時，実は自分の中にはそういう性格があっ
たことに気づいたんです。なので，諦めずに見つけたというより，答え
が分からないのが気持ち悪いから答えが見つかるまでやった，っていう
だけなんですよね。やらされたとは思ってなくて，楽しかったんだと思
います。

もともと私は粘膜免疫の研究をしていて，当時は小腸を実験に使うこ
とが多かったんですね。その小腸を腹部から取り出す時って脂肪組織も
くっついてくるので，最初は邪魔だな～と思って捨てていたんです。で
も，ある時「この脂肪組織に何かあるんじゃないか」と思うようにな
り，それで脂肪組織の解析をしてみたところ，T 細胞でも B 細胞でも
NK 細胞でもない「変な細胞」がいる！となったことから ILC2 の研究
は始まりました。
「変な細胞」を見つけた時の周りの反応は冷たかったですよ（笑）。誰
からも興味を持たれず，他の学生は自分の研究内容をちゃんと言えるの
に対して，私は「脂肪組織にいるよくわからない変な細胞を研究してい
ます」としか言えなかったので「君は何を研究しているんだ」と 3年く

らい言われ続けていました。
でも 4年目になって，論文を書いてまとめてみたら「これはすごく新
しい何かじゃないか」と，教授が興味を持ち始めまして。だんだん変
わってきたんです。これまで褒められることのなかったポスター発表
で，ある一人の先生に「これは面白い研究だね」って初めて評価された
りとか。これはすごく嬉しかったです。細胞がいるっていうことだけ
じゃなくて，その細胞が 2型サイトカインを出すっていうことがわかっ
てきてからは「ビッグジャーナルに出るんじゃないか」とか「すごい新
発見なんじゃないか」って言われるようになって，Nature に論文が
通ってからは周りの雰囲気が一変したので，ちょっと人間不信になった
くらいです（笑）。
たまに，Nature に通らなかったら未だに誰も興味を持たない細胞
だったかもしれないなあ，なんて思っちゃいますね。

「想像しなかった新たな発見をする
のが私の趣味です」
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研究テーマ：2 型自然リンパ球（ILC2）について

大阪大学 大学院医学系研究科 生体防御学教室
理化学研究所生命医科学研究センター自然免疫システム研究チーム
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歯科医の家系だったんです。૆෕も෕もいとこもみんな歯科医なんで
すよ。一଒でాࣷの大きな歯科医院をܦӦしていて。でも，歯科医にな
れって親から੍ڧされたことはないです。私の෕も実は歯学部出਎だけ
ど，研究者になって，大学に࢒って研究をしていた人なので，歯科医を
生で大学डߍߴ，がなきゃとかそういう໰୊はなかったんです。でもܧ
験する時にເなんて何も持ってなくて，何学部にߦきたいかっていうの
も全然なくて，家଒は΄とんど歯学部だし，歯学部でいいじゃないとい
う感じでೖりました。

歯学部を出たので，粘膜免疫のラボにೖったんですけど，2年でࣙめ
てしまい，そのޙ小҆重෉先生（慶応義塾大学医学部 ඍ生物学・免疫
学教室 教授（当時））のラボにҠ੶しました。最初は小҆先生のラボに
ೖるのはஅられてたんですけど，先生の科学や研究に対する࢟੎に一目
いしました。最ऴ的にはئれして，どうしてもೖりたいと何౓もおࠍ
「ϕンチもデスΫも༻ҙできないけれどそれでもいいなら来なさい」と
言われて，「それでも構いまͤん」とฦ事をして小҆先生のラボにҠ੶
しました。ちゃんとϕンチもデスΫも༻ҙされていました（笑）。
でも先生の元でやりたいと言った割に，す͙にテーマはܾめられまͤ
んでした。ແ理を言ってೖれてもらったܦҢもあって，小҆先生には໎
࿭かけられないとڧく思っていたので，「マウスങってԼさい」すら言
えなかったんですね。なので技術員のํにཔんで，みんなが使わなく
なったお年寄りのマウスをճしてもらっていました。
でもそれが実は ILC2 発見につながる大事なポイントで，お年寄りの
マウスの΄うが ILC2 をたくさん持っているんです。もしएいマウスを
使っていたら，ILC2 は発見できなかったと思います。
そんな感じで໎࿭かけないようにと気をݣっていたので，ILC2 を発
見してからはすごいҖுりました（笑）。

大変だと思ったことは΄とんどないですね。面౗で，うまくいかなく
て，೰Ήというプロセス自体も޷きなので。研究の「૝૾し，ܭըし，
実ߦし，解析し，考࡯する」という܁りฦし࡞業がとても޷きなんで
す。૝૾したら「これ分かってないじゃん」っていうのが出てきて，分
かってないことをどうやったら科学的なূ明・Τビデンスをつけられる
かってܭըして。私は実験ϊートを書くのも大޷きで，ϊートに細かく
ըを立てていくんです。それを眺めて「ここにこういうίントロールܭ
をஔいたらこのલから気になっていたことが分かるかも」みたいな感じ
で೑付けして，一人࡞ઓձٞを開くんです。それで実験室にߦって，೴
内で一౓実験をシϛϡレーシϣンしながら実験の४උするんです。そう
しておくと本番は୹い時間でたくさん実験できるようになります。
実験がऴわったら，私にとってࢸ෱の時間である，解析にҠります。
学生によく見られる޲܏ですが，解析࡞業をやっつけ仕事として義຿の
ようにߦう人ってҙ外に多いと思います。本当は 1 番楽しい࡞業だと

思うのですが。自分がௐ΂ようと思った以上の༧૝外の発見はないかと
ϫΫϫΫしながらできますし。私は解析という࡞業を，最ޙまでこのデー
タをしゃͿりつくしてやろうと思ってやっています。そうやって解析で
また次に気になることができて，そこからまた楽しい૝૾が始まってʜ
というように，ずーっとΤΩサイティングなঢ়態でいられるんですね。

େֶ時୅はֶࣃ෦にࡏ੶されていましたが，ࣃՊҩを໨ࢦさ
れていたのでしょうか？

େֶをଔۀされてからはどのようにա͝されていたのでしょ
うか？

研究をしていてେ変だったことは͋りますか？

先生͝自਎のことについてお伺いします

私たちの研究室はڥ؀もラボϝンόー同士のίϛϡχέーシϣンもྑ
く，೐やかです。おՖ見やՖՐ大ձなどのイϕントも多く，リトリート
（教室ཱྀߦ）にߦったときは異常な੝り上がりํをします。リトリート
ではログϋウスとかݹຽ家をआりて，おனから༦ํまでセϛナーをやる
んですが，「自分の޷きなところ」とか「よいίϛϡχέーシϣンとは
何か」とかຖ年研究に関܎ないテーマについて発表するんです。先生，
技術員，学生関܎なく全員で発表します。そうすることで研究以外の部
分で，セϛナーを通してラボϝンόーと自分たちの考えをڞ༗し，おޓ
いを理解することができますし，自分自਎が気づいていなかった自分の
ことについてもվめて஌ることができ，ࣾձで生活する上でඞ要なྗを
਎につけられると思っています。
セϛナーのあとはグループで分かれて༦൧でྉ理対ܾをしたり，ອ࠽
グランプリをしたりします。もちろん私もこれらす΂てにࢀՃしていま
す。このリトリートલにはラボϝンόーがອ࠽の࿅शをし始めるので，
研究室のいろんな৔所で「なんでやねーん！」って੠が聞こえます（笑）。
こういうイϕントを通じてラボϝンόーがたくさんίϛϡχέーシϣ
ンをとって，研究中にも支えあっていって΄しいなと思っています。

ありきたりかもしれないけれど，とにかく研究をやるのであれば，
「やらされる」のではなくて「自分からやって」Լさい。やらなきゃい
けないって思うのは，やらされてるんです。とにかくこんな楽しいこと
はないって自ࣔ҉ݾをかけてやってԼさい。楽しくないと思ったら何も
楽しくならないですが，どんなਏいことも，楽しいかもって思ってやれ
ばઈ対楽しいので，とにかくポジティϒに取り組んでཉしいです。
あとは「自分にݶ界をઃけない」ですかね。何か事をҝͤるかҝͤな
いかというのはҙ外に人がܾめることじゃなくて，自分がҝͤるまでؤ
ுろうと思うか思わないかだと思うので，ઈ対に自分はやる気になれば
できるというスタンスでいろんなことに取り組んでཉしいですね。

͝自਎の研究ࣨについて教えて下さい。

いしますʂئおݴにए手研究ऀやֶ生にҰޙ࠷

ໜ࿊先生の研究室のウェϒサイト
httpT�//morolaC�Kp/

ຊ日はお๩しい中，͋りがとう͟͝いましたʂ

そんなໜ࿊先生も 1౓は研究をやめて実家に帰ってしまったことがある！ʁ
インタビϡーの全容は8eCで！
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